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◆
多
年
に
わ
た
り
行
政
区
長
と
し
て
市
政

進
展
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
会
津
卯
月
会
の
役
員
と

し
て
文
化
芸
術
の
振
興
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
農
業
協
同
組
合
役
員
と

し
て
農
業
者
の
経
営
お
よ
び
技
術
の
向
上

に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
保
護
司
と
し
て
地
域
社

会
の
安
全
お
よ
び
住
民
福
祉
の
増
進
に
貢

献

◆
多
年
に
わ
た
り
市
議
会
議
員
と
し
て
地

方
自
治
の
発
展
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
農
業
委
員
会
委
員
と
し

て
農
業
行
政
の
進
展
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
社
会
福
祉
協
議
会
役
員

と
し
て
社
会
福
祉
の
向
上
に
貢
献

◆
多
年
に
わ
た
り
消
防
活
動
に
精
励
し
、

市
民
の
生
命
お
よ
び
財
産
の
保
護
に
貢
献

市
功
労
者
を
表
彰

自
治
功
労
な
ど
30
個
人
・
団
体
が
受
賞

市
の
発
展
に
寄
与
し
た
功
労
者
に
贈
ら
れ
る
市
表
彰
の
今
年
度
の
受
賞
者
が
決
ま

り
、
表
彰
式
が
１１
月
１３
日
、
喜
多
方
プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は
自
治
功

労
の
ほ
か
教
育
文
化
功
労
、
産
業
経
済
功
労
、
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労
な
ど
６

部
門
、
３０
の
個
人
・
団
体
で
、
式
典
に
は
関
係
者
な
ど
約
１
７
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

山
崎
三
枝
子
表
彰
選
考
委
員
会
副
会
長
が
選
考
結
果
を
報
告
、
山
口
信
也
市
長
か
ら

受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
賞
状
と
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
受
賞
者
を

代
表
し
上
野
正
雄
さ
ん
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。自

治
功
労

自
治
功
労

自
治
功
労

教
育
文
化
功
労

教
育
文
化
功
労

教
育
文
化
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

消
防
・
防
災
・
交
通
安
全
功
労

消
防

防
災

交
通
安
全
功
労

産
業
経
済
功
労

産
業
経
済
功
労

産
業
経
済
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
功
労

社
会
福
祉

保
健
衛
生
功
労

武藤正夫さん
（北町）

阿部　裕さん
（山都町木曽）

小瀧竹憲さん
（塩川町松崎）

峯岸　衞さん
（熱塩加納町日中）

福地義典さん
（慶徳町松野）

大竹　敏さん
（熱塩加納町針生）

庄司次男さん
（熱塩加納町針生）

上野正雄さん
（北町）

佐藤弘之さん
（塩川町下窪）

永島一信さん
（高郷町田中）

大野　仁さん
（熱塩加納町中川原）

野邉善市さん
（熱塩加納町大森）

小林宗一さん
（高郷町夏井）

大堀弘一さん
（塩川町田中）

澤口昭雄さん
（上三宮町下三宮）

鈴木一勢神さん
（塩川町紙子）

赤城新十郎さん
（塩川町中屋敷）

福地精馬さん
（塩川町貝沼）
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◆
御
尊
父（
故
唐
橋
東
氏
）の
遺
志
に
よ
り

本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て
多

額
の
金
員
を
寄
附

◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
附

◆
雷
神
山
森
づ
く
り
事
業
推
進
の
た
め
多

額
の
樹
木
を
寄
贈

◆
車
両
転
落
事
故
に
際
し
車
内
に
残
さ
れ

た
高
齢
者
の
人
命
救
助

※
な
お
、
自
治
功
労
表
彰
受
賞
の
上
野
正

雄
様
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
来
で
あ
れ
ば

市
議
会
議
員
退
職
直
後
の
平
成
２２
年
度
に

表
彰
申
し
上
げ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
事
務
処

理
上
の
錯
誤
に
よ
り
本
年
度
の
表
彰
と
な

り
ま
し
た
。

善

行

善

行

善

行

市
表
彰
は
、
市
政
の
進
展
、
文
化

お
よ
び
経
済
の
興
隆
、
公
共
の
福
祉

の
増
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
市

民
の
模
範
と
な
っ
た
方
々
を
表
彰
す

る
も
の
で
、
市
の
健
全
な
発
達
に
資

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

東條貞一郎さん(74)
元市議会議長
（岩月町上田）

山口恒憲さん(69)
自然公園指導員
（熊倉町熊倉上）

旭日小綬章

藍綬褒章

受賞者代表による謝辞

　東條さんは昭和54年に市議に当選
し、新旧喜多方市で平成23年４月まで
通算６期を務められました。副議長、
議長を歴任され、東日本大震災の際に
は議長職にあり、災害復旧、市民生活
の安定に尽力されました。

　山口さんは40年の長きにわたり雄国

沼周辺の自然を守る活動に従事されて

います。

　30年前から自然公園指導員として環

境保護活動を続けています。

秋の叙勲

秋の褒章

◆
本
市
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
基
金
と
し
て

多
額
の
金
員
を
寄
附

菅
野
フ
ジ
ノ
さ
ん（
東
京
都
）

須
田
通
明
さ
ん（
東
京
都
）

◆
本
市
に
災
害
対
策
基
金
と
し
て
多
額
の

金
員
を
寄
附

株
式
会
社
フ
ジ
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン

◆
小
学
校
の
教
育
活
動
充
実
の
た
め
、
加

湿
器
そ
の
他
の
備
品
を
寄
贈

喜
多
方
市
立
松
山
小
学
校
父
母
と
教
師
の

会

◆
中
学
校
の
教
育
活
動
充
実
の
た
め
、
吹

奏
楽
器
そ
の
他
の
備
品
を
寄
贈

喜
多
方
市
立
第
一
中
学
校
父
母
と
教
師
の

会

唐橋　脩さん
（福島市）

佐藤充英さん
（慶徳町豊岡）

永嶋義雄さん
（高郷町田中）

高橋正敏さん
（山都町川隅）

高橋良治さん
（山都町洲谷）

高橋壽美子さん
（山都町川隅）

高橋敏生さん
（山都町川隅）
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左 茂本 志穂 選手、右 中野 真奈美 選手（慶徳小） 加戸 由佳 選手（熊倉小）

有町　紗央里 選手（塩川小）

左 池ヶ谷 夏美 選手、中 安田 邦子 選手、
右 松岡 実希 選手（加納小）

福元 美穂 選手、右 山口 麻美 選手（山都小）

宮間 あや 選手（松山小）

右
福
元
選
手
か
ら
サ
イ
ン
ボ
ー
ル
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
山
都
小
）

左

左
右

右

右

中

左 右

子どもたちが感動子ど たち子どもたちが感動

華麗な
テクニック

素早いパスワーク素早いパスワーク

福元 美穂左

１１
月
１２
日（
月
）、
市
内
６
小
学
校（
松

山
小
、
熊
倉
小
、
慶
徳
小
、
加
納
小
、
塩

川
小
、
山
都
小
）に
お
い
て
、「
岡
山
湯
郷

ベ
ル
選
手
と
の
交
流
サ
ッ
カ
ー
教
室
in
喜

多
方
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、

あ
い
に
く
の
雨
模
様
の
た
め
体
育
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
ボ
ー

ル
を
使
っ
た
遊
び
や
ミ
ニ
ゲ
ー
ム
を
通
し

て
、
一
流
選
手
の
華
麗
な
テ
ク
ニ
ッ
ク
に

感
動
し
、終
始
歓
声
が
と
び
か
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
各
校
の
児
童
代
表
へ
選
手
か
ら

サ
イ
ン
ボ
ー
ル
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

問問 喜
多
方
市
ス
ポ
ー
ツ
交
流
都
市
宣
言
推
進
事
業

岡
山
湯ゆ

の

郷ご
う

ベ
ル
選
手
と
の
交
流
サ
ッ
カ
ー
教
室
in
喜
多
方
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MF 10 宮間　あや　選手

《サッカーを始めたキッカケは？》
【福元選手】兄がサッカーをしていて、母と試合を観に行
って応援しているうちに自分もしたいと思い始めました。
【宮間選手】小学校1年生の時に父が地元でサッカーチー
ムを作ったので、そこに参加して始めました。

《サッカーの魅力は？》
【福元選手】ひとりでは何もできないけれど、うまいだけ
でなく、個人の力でなく、仲間と協力すれば強い相手に
も勝てるところです。
【宮間選手】勝負の世界ではあるのですが、勝っても負け
ても友情や感動を大切に思えるところです。

《ゴールを守る気持ちは？》
【福元選手】ゴールを狙ってくる相手選手と同じ気持ち
で、決して怯まず向かっています。

《常に相手に敬意を忘れない行動の気持ちは？》
【宮間選手】父の教えで「相手がいなければサッカーの
試合は成り立たない」と言われ、それがきっかけで自然
と行動につながりました。

《喜多方市の子ども達、市民へ一言お願いします》
【福元選手】福島県には大変お世話になっています。自分はサッカー
を頑張ることしかできないですが、子どもたちにも色々大変なこと
があるかもしれないけれど夢をあきらめずに頑張ってほしいです。
笑顔の力は絶大です。
【宮間選手】子供たちにはサッカーやスポーツを通じて友情を深めて、
たくさんの笑顔で毎日を過ごしてほしいです。
福島にはＪヴィレッジで大変お世話になりました。今は行くことも
できないので私達自身も大変悲しい思いをしています。風評被害と
いうのは心の持ち方も大切だと思うので、ぜひ元気のあるところを
発信してください。私もまたラーメンを食べに来たいと思います。

GK 1 福元　美穂　選手

インタビュ～!独占！
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市
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

一
般
会
計
の
支
出
は
４０
・
３
％
を
執
行
（
９
月
３０
日
現
在
）

平
成
２４
年
度
一
般
会
計
予
算
の
収
入
と

支
出
の
状
況（
繰
越
明
許
費
を
含
む
）は
、

９
月
末
現
在
で
予
算
総
額
２
９
４
億
２
１

６
０
万
円
に
対
し
、
収
入
率
が
５２
・
３
％

（
収
入
１
５
４
億
１
１
３
万
円
）、
執
行
率

が
４０
・
３
％（
支
出
１
１
８
億
６
４
８
９

万
円
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り

組
み
、
最
少
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
挙

げ
る
よ
う
計
画
的
、
効
率
的
な
財
政
運
営

に
努
め
、
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
豊
か
で

元
気
な
農
山
村
と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光

都
市
」
の
実
現
に
向
け
た
諸
施
策
を
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

財
政
課
財
政
班

☎（
２４
）５
２
１
３

平成２４年度

上半期の状況

用 語 の 解 説
・一般会計　地方公共団体の
会計の中心をなす会計で、行
政運営の基本的な経費全般を
計上する会計です。会計は単
一で経理をするのが理想的で
すが、行政活動は広範で多岐
にわたるため、特定の目的に
ついては、必要に応じて特別
会計を設置することで明確に
しています。
・特別会計　特別会計は一般
会計に対し、特定の目的の歳
入歳出について経理するた
め、条例によって設置された
会計です。
・繰越明許費　歳出予算の経
費のうち、当該年度内に支出
を終らない見込みがあるもの
について、例外的に翌年度に
繰り越しして使用することが
できるものです。
・市債 学校建設、道路の整
備、上･下水道の整備などの
ため、県知事の同意などを受
けて政府資金や金融機関から
借り入れし、長期にわたり返
済していくものです。

平成24年度各会計の執行状況（9月30日現在）

会　　計　　区　　分 予　算　額 収入済額 収入率（％）
支出済額 執行率（％）

一　　般　　会　　計 294億2,160万円 154億　113万円 52.3%
118億6,489万円 40.3%

特

別

会

計

国民健康保険事業 62億4,922万円 24億8,424万円 39.8%
24億　547万円 38.5%

後期高齢者医療事業 5億3,894万円 1億4,542万円 27.0%
1億4,467万円 26.8%

介護保険事業 45億9,256万円 20億4,778万円 44.6%
17億8,236万円 38.8%

公有林整備事業 605万円 17万円 2.8%
51万円 8.5%

喜多方西部土地区画整理事業 6,264万円 1万円 0%
2,691万円 43.0%

塩川駅西土地区画整理事業 1億948万円 67万円 0.6%
4,675万円 42.7%

農業集落排水事業 1億9,419万円 1,267万円 6.5%
8,401万円 43.3%

下水道事業 15億2,004万円 1億　493万円 6.9%
5億3,287万円 35.1%

山都簡易水道事業等 6億7,890万円 2,261万円 3.3%
1億3,762万円 20.3%

高郷簡易水道事業 9,655万円 1,464万円 15.2%
4,593万円 47.6%

駒形財産区 931万円 1万円 0.1%
7万円 0.8%

一ノ木財産区 4,210万円 0 0%
5万円 0.1%

早稲谷財産区 2,112万円 0 0%
5万円 0.2%

市
で
は
年
２
回
、
財
政
状
況
を
皆
さ
ん

に
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
平

成
２４
年
度
各
会
計
予
算
の
９
月
３０
日
現
在

の
執
行
状
況
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問問

市債（市の借り入れ）の状況　　（9月30日現在）
市債総額379億7,946万円 下水道事業特別会計下水

92億6,532万円9

農業集落排水
事業特別会計
16億530万円

水道事業会計
25億3,158万円

山都簡易水道
事業等特別会計
11億7,747万円

高郷簡易水道
事業特別会計
5億9,947万円

塩川駅西土地区画
整理事業特別会計
5億766万円

喜多方西部土地区画
整理事業特別会計
1億3,431万円

公有林整備
事業特別会計
17万円

一般会計
221億5,818万円円

下

医療事業にも使われています ▼

※市債の状況については、水道事業会計分も含めています。
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◆
配
水
管
の
建
設
、
改
良
工
事
「
完
了
分
」

①
熊
倉
町
小
沼
沢
、
道
地
地
内
の
配
水
管

布
設
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

②
塩
川
町
東
栄
町
、
御
殿
場
、
東
鎧
召
、

下
遠
田
地
内
な
ど
に
お
い
て
、
地
震
な

水
道
事
業
（
公
営
企
業
）
の
業
務
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

平成24年度 経理状況 (9月30日現在）
市
水
道
事
業
で
は
年
２
回
、
水
道
事
業

の
経
理
状
況
を
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

今
回
は
、
平
成
２４
年
度
水
道
事
業
会
計

の
９
月
３０
日
現
在
の
経
理
状
況
な
ど
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

２４
年
度
水
道
事
業
会
計
予
算
の
経
理
状

況
は
、
９
月
３０
日
現
在
で
収
益
勘
定
に
お

い
て
調
定
率
が
４１
・
５
％（
調
定
額
３
億

９
，
６
３
６
万
円
）、
執
行
率
２９
・
７
％（
執

行
額
２
億
６
，
１
１
２
万
円
）と
な
っ
て

い
ま
す
。

水
道
事
業
の
経
営
は
、
法
律
で
独
立
採

算
制
を
基
本
に
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

て
、
維
持
管
理
費
、
修
繕
費
等
の
経
費
は
、

利
用
者
の
皆
様
か
ら
の
水
道
料
金
に
よ
り

ま
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

水
道
事
業
に
お
い
て
は
、
日
常
安
定
的

に
水
道
水
を
供
給
し
て
い
く
た
め
、
施
設

の
維
持
管
理
及
び
建
設
・
改
良
な
ど
の
事

業
を
推
進
し
、
経
費
の
節
減
と
効
率
的
な

業
務
運
営
に
よ
り
、
一
層
の
経
営
健
全
化

を
図
る
と
と
も
に
、
安
全
・
安
心
で
お
い

し
い
水
道
水
の
供
給
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

ど
に
弱
い
老
朽
石
綿
管
を
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｐ

管（
耐
衝
撃
性
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ル
管
）

へ
布
設
替
え
し
ま
し
た
。

③
関
柴
町
上
高
額
地
内
な
ど
に
お
い
て
、

公
共
下
水
道
工
事
に
伴
い
支
障
と
な

っ
た
配
水
管
を
布
設
替
え
し
ま
し
た
。

上水道、簡易水道をご利用の皆さんへ
冬期間は積雪により検針ができませんので、認定（推定）料金

となります。期間は一部の地域を除き12月から翌年2月までで、
積雪量により延長する地域もあります。
12月からは認定（推定）料金でいただきますが、実際に使用さ
れた分との差額は、3月以降の検針結果に基づき精算しますの
で、ご理解とご協力をお願いします。
3月中旬または4月には、メーター付近の除雪にご協力くださ
い。なお、冬期間の検針を希望される方は水道課までお申し出
ください。この場合、検針日間近になりましたら除雪などを行
っていただくことになります。

冬期間は水道管の凍結に注意しましょう
冬期間は、低温による凍結で水道管や蛇口の破損などが起こ

りやすいので、もう一度水抜栓の操作や電熱線の電源を確認し
てください。また冬期間は、水道管凍結などの原因による漏水
が発生しやすいので、漏水の早期発見のためにも、次の手順で
確認してください。
①使用している蛇口を全部閉めます。
②メーターボックスの蓋を開けて水道メーターを確認します。
③水道メーターの回転指標（直径8㍉位の銀色のもの）が回り続
ける場合は、漏水が考えられます。
※入院などで長期間留守にする時は、凍結破損による漏水が原
因で多額の水道料金となる場合がありますので、必ず水道中止
の手続きをしてください。

収

入

区　　分 予　算　額 調　定　額 調定率
営 業 収 益 9億2,685万円 3億9,174万円 42.3％
営 業 外 収益 1,113万円 462万円 41.5％
特 別 利 益 1,802万円 0円 0.0％

計 9億5,600万円 3億9,636万円 41.5％

支

出

区　　分 予　算　額 執　行　額 執行率
営 業 費 用 7億9,291万円 2億2,754万円 28.7％
営 業 外 費用 8,059万円 3,114万円 38.6％
特 別 損 失 200万円 244万円 122.0％
予 備 費 300万円 0円 0.0％

計 8億7,850万円 2億6,112万円 29.7％
◆資本的収入および支出（資本勘定）

収

入

区　　分 予　算　額 調　定　額 調定率
出 資 金 9,641万円 2,950万円 30.6％
負 担 金 4,563万円 233円 5.1％
固 定 資 産
売 却 代 金 2,400万円 0円 0.0％

繰 入 金 12万円 0円 0.0％
計 1億6,616円 3,183万円 19.2％

支

出

区　　分 予　算　額 執　行　額 執行率
拡張工事費 1億2,651万円 1億289万円 81.3％
建 設 改 良費 4億1,648万円 1億7,037万円 40.9％
企業債償還金 3億587万円 1億5,209万円 49.7％
予 備 費 300万円 0円 0.0％

計 8億5,186万円 4億2,535万円 49.9％

◆収益的収入および支出（収益勘定）

平
成
24
年
度
事
業
の
中
間
報
告

 水道課 業務班☎（22)1507 工務係☎（22)1556
　 山都総合支所 水道課分室☎（38)3855
問 問
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生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

１１
月
１８
日（
日
）に
行
わ
れ
た
第
２４
回
市

町
村
対
抗
福
島
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会
で

は
、
総
合
第
１０
位（
５
時
間
２５
分
４１
秒
）で

ゴ
ー
ル
し
、
昨
年
１６
位
よ
り
大
き
く
順
位

を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

各
チ
ー
ム
と
も
日
本
を
代
表
す
る
ス
タ

ー
選
手
を
起
用
す
る
中
、本
市
チ
ー
ム
は
、

一
人
ひ
と
り
が
一
秒
を
大
切
に
す
る
総
力

戦
の
走
り
で
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
た
レ

ー
ス
を
展
開
し
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

１５
区
東
海
林
歩
実
選
手
か
ら
１６
区

渡
邊
洋
選
手
へ
の
た
す
き
リ
レ
ー

１０
月
２１
日（
日
）、
県
営
あ
づ
ま
球
場
で

開
催
さ
れ
た
、
準
々
決
勝
で
福
島
市
と
対

戦
し
、
延
長
８
回
裏
に
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ

ト
を
放
た
れ
、
６
―
７
で
惜
し
く
も
準
々

決
勝
敗
退
と
な
り
ま
し
た
。
喜
多
方
市
チ

ー
ム
は
終
始
試
合
を
リ
ー
ド
し
ま
し
た

が
、
前
回
優
勝
チ
ー
ム
の
底
力
に
今
一
歩

及
び
ま
せ
ん
で
し
た
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
応
援
に
対

し
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す

《
試
合
結
果
》

・
１
回
戦

桧
枝
岐
村
戦

１
―
０

・
２
回
戦

飯
舘
村
戦

６
―
５

・
３
回
戦

中
島
村
戦

２
―
１

・
準
々
決
勝

福
島
市
戦

６
―
７

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）
２
１
１
６

第
24

抗
福
島
県
縦
断

回
市
町
村村
対
抗

駅
伝
競
走
大
会（

く
し
ま
駅
伝
）

ふ

福
島
県
軟
式
野
球

第
６
回
市
町
村
対対
抗
福ム

応
援
の
御
礼

大
会
喜
多
方
市
チチ
ー
ム

問問

問問

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
つ
か
ん
だ
勝
利

５
月
よ
り
監
督
に
任
命
さ
れ
、
選
抜
選

手
達
の
名
前
や
顔
も
分
ら
な
い
ま
ま
、
７

月
か
ら
合
同
練
習
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

が
、
選
手
全
員
が
揃
っ
て
の
練
習
が
で
き

な
い
ま
ま
、
本
大
会
に
臨
み
ま
し
た
。

１
回
戦
は
桧
枝
岐
村
、
２
回
戦
は
飯
舘

村
、
３
回
戦
は
中
島
村
に
接
戦
で
勝
ち
、

準
々
決
勝
で
は
前
・
本
年
度
優
勝
の
福
島

市
と
対
戦
し
、延
長
戦
で
の
惜
敗
で
し
た
。

「
ベ
ス
ト
８
」
の
結
果
を
残
し
、
本
大
会

の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

不
安
な
ス
タ
ー
ト
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、練
習
や
試
合
を
重
ね
る
に
つ
れ
、徐
々

に
選
手
達
と
の
信
頼
関
係
も
深
ま
り
、
福

島
市
と
の
対
戦
で
は
感
動
溢
れ
る
試
合
が

で
き
、
近
い
将
来
「
優
勝
」
で
き
る
も
の

と
確
信
し
ま
し
た
。

素
晴
ら
し
い
選
手
達
に
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
に
戻
り
、

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま

す
。市

長
を
は
じ
め
、
野
球
協
会
、
選
手
・

コ
ー
チ
等
関
係
者
の
皆
様
に
は
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
温
か
く
応
援

し
て
い
た
だ
い
た
市
民
の
皆
様
に
は
、
厚

く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

み
な
さ
ん
に
「
感
謝
」

｢

第
２４
回
ふ
く
し
ま
駅
伝｣

の
際
は
、
遠

路
早
朝
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
た
く
さ
ん
の

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
熱
い
声
援
を
い
た

だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
回
の
大
会
に
お
い
て
も
昨
年
に
続
き
、

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
を
願
い
、
全

国
各
地
で
活
躍
し
て
い
る
一
流
の
実
業
団

選
手
を
投
入
し
た
チ
ー
ム
編
成
が
目
立
ち
、

序
盤
か
ら
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
試
合
展
開
と
な

り
、
予
想
以
上
に
た
い
へ
ん
苦
戦
し
ま
し
た
。

喜
多
方
市
選
手
団
は
、「
ひ
と
り
ひ
と
り

が
み
ん
な
の
た
め
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
持
ち

味
で
役
割
を
果
た
そ
う
」
と
励
ま
し
あ
い

な
が
ら
、
一
区
の
総
合
２５
位
か
ら
決
し
て

あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く
、
持
ち
前
の
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
で
最
終
成
績
と
し
て
は
１０
位
ま

で
挽
回
さ
せ
る
た
く
ま
し
い
レ
ー
ス
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。

市
の
部
で
は
９
位
の
結
果
で
入
賞
は
逃

し
た
も
の
の
、閉
会
式
で
は
昨
年
の
成
績(

総

合
１６
位)

か
ら
大
き
く
順
位
を
上
昇
さ
せ
た

功
績
が
評
価
さ
れ
、｢

敢
闘
賞｣

を
い
た
だ

い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

７
月
か
ら
約
４
か
月
間
に
わ
た
る
活
動

の
中
、
合
同
練
習
な
ど
に
惜
し
み
な
く
ご

協
力
く
だ
さ
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
、
ふ
く
し
ま
駅
伝
活
動
を
深
く
ご

理
解
く
だ
さ
り
、
候
補
選
手
た
ち
を
常
に

励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
た
ご
家
族
、
中
学
校
・

高
校
の
先
生
方
、
職
場
の
み
な
さ
ん
な
ど

に
対
し
ま
し
て
、
改
め
て
深
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ベスト８!!

敢闘賞受賞!!

青
山
光
男

監
督

塚
原
和
憲

監
督

目黒大樹選手
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シリーズ

喜
多
方
市

り
の
指
針

づ
く
り

今
年
度
利
用
し
た
熊
倉
小
学
校
と
あ
や

め
大
学
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

瓜
生
岩
子
に
つ
い
て
感
心
し
た
こ
と

は
、
人
々
の
た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
事
を
つ

く
し
た
事
で
す
。
お
ど
ろ
い
た
こ
と
は
敵

も
味
方
も
関
係
な
く
手
当
て
な
ど
を
し
て

あ
げ
た
事
で
す
。
わ
た
し
も
人
に
優
し
く

し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

市
で
は
昨
年
度
策
定
し
た
「
喜
多
方

市
人
づ
く
り
の
指
針
」
を
広
く
周
知
す

る
た
め
、
偉
人
や
指
針
の
内
容
を
わ
か

り
や
す
く
解
説
す
る
講
師
を
派
遣
し
て

い
ま
す
（
人
づ
く
り
の
指
針
講
師
派
遣

事
業
）。

み
な
さ
ん
が
所
属
す
る
各
種
団
体

で
、
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

「「
人
づ
く
り
の
指
針
講
師
派
遣
事
業
」

　

　

〜
勉
強
会
や
研
修
会
に
講
師
を
派
遣
し
ま
す
〜

「
愛
な
き
人
生
は
暗
黒
な
り
、
汗
な
き

社
会
は
堕
落
な
り
。」
本
市
の
偉
人
の
教

え
が
、
子
ど
も
を
は
じ
め
私
達
が
目
指
す

親
和
と
努
力
が
大
事
で
あ
る
と
深
く
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
会
員
皆
が
感
銘
と
感

動
の
講
演
会
と
な
り
ま
し
た
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

熊
倉
小
学
校

四
年

遠
藤

優
里
華
さ
ん

堂
島
あ
や
め
大
学

委
員
長

小
室

智
久
さ
ん

人
づ
く
り
の
指
針
講
師
派
遣
事
業

◆
派
遣
講
師

瓜
生
岩
子
刀
自
、
蓮
沼
門
三
氏
、
藤
樹

学
な
ど
、
人
づ
く
り
の
指
針
に
つ
い
て

わ
か
り
や
す
く
解
説
で
き
る
講
師
を
派

遣
し
ま
す
。

◆
派
遣
場
所

市
内
小
中
学
校
、
公
民

館
な
ど

◆
助
成

年
度
内
２
回
ま
で
市
が
負
担

し
ま
す
。

◆
派
遣
の
例

◇
小
中
学
校
・
総
合
的
な
学
習
の
時
間

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
各
種
行
事

◇
公
民
館
・
各
種
事
業
で
の
研
修
会

◇
各
種
団
体
・
各
種
行
事
・
研
修
会
な
ど

◆
申
し
込
み

申
請
書
提
出
の
前
に
、

実
施
希
望
の
日
時
、
場
所
、
内
容
を
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

申
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

熊
倉
小
学
校
で
は
、
総
合
的
な

学
習
の
時
間
で
、「
瓜
生
岩
子
」

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
瓜
生

岩
子
刀
自
顕
彰
会
の
清
水
美
代
子

さ
ん
が
講
師
を
務
め
、
三
・
四
年

生
の
児
童
を
対
象
に
紙
芝
居
で
授

業
を
行
い
ま
し
た
。

堂
島
地
区
公
民
館
で
は
、
塩
川

町
四
地
区
合
同
で
、
あ
や
め
大
学

交
歓
会
を
開
催
し
、
講
師
に
公
益

財
団
法
人
修
養
団
の
久
世
郁
夫
さ

ん
を
招
き
、「
蓮
沼
門
三
生
誕
の

地
」
山
都
町
を
訪
ね
、
ま
た
、「
蓮

沼
門
三
の
生
涯
」
に
つ
い
て
の
講

演
会
を
行
い
ま
し
た
。

問問
申申

熊倉小学校(9月19日)

あやめ大学交歓会(8月30日)　

「瓜生岩子物語」紙芝居
熊倉小学校　児童の様子

「蓮沼門三の生涯」講演会
あやめ大学の皆さんの様子

問問

申申

福島県教育・文化関係表彰福島県教育 文化関係表彰

　今年度の県教育・文化関係表彰が行われ、社会教育功労者として
佐藤一男さん、社会教育功労施設として松山公民館がそれぞれ受賞
されました。
　佐藤さんは、永年にわたる社会教育の進展に尽力された功績が認
められたものです。また、松山公民館は、社会教育の振興に貢献す
る活動に対する功績が認められたものです。
　おめでとうございます。
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風
邪
・
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
で

元
気
に
冬
を

乗
り
越
え
よ
う
！

ょ
う
。

上
記
の
風
邪
予
防

と
同
じ
で
、手
洗
い
・

う
が
い
、
マ
ス
ク
の

着
用
、
免
疫
を
高
め

る
に
加
え
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接

種
を
受
け
る
こ
と
が
、
重
症
化
の
防
止
に

有
効
な
方
法
で
す
。

喜
多
方
市
に
住
民
票
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
条
件
に
該
当
す
る
高
齢
者
・
中
学
生

以
下
の
子
ど
も
・
妊
婦
の
方
は
、
市
の
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
す
の
で
、
喜
多
方
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
広
報
き
た
か

た
１１
月
号
１１
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
実
施

期
間
は
平
成
２５

年
１
月
末
ま
で

で
す
。

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
は
任
意
予

防
接
種
で
す
の
で
、
効
果
や
副
反
応
な
ど

を
よ
く
理
解
し
た
上
で
、
接
種
を
希
望
さ

れ
る
方
に
行
う
も
の
で
す
。

保
健
課
健
康
係
☎（
２４
）５
２
２
３

咳
や
く
し
ゃ
み
の
症
状
が
あ
る
場
合

は
、
不
織
布
製
の
マ
ス
ク
を
正
し
く
着
用

し
ま
す
。
周
囲
に
咳
を
し
て
い
る
人
が
い

た
ら
、マ
ス
ク
の
着
用
を
勧
め
ま
し
ょ
う
。

咳
や
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は
、
テ
ィ

ッ
シ
ュ
な
ど
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
、
他
の

人
か
ら
顔
を
背
け
２
㍍
以
上
離
れ
ま
す
。

押
さ
え
る
も
の
が
な
い
時
は
、
曲
げ
た
ひ

じ
の
あ
た
り
で
口
と
鼻
を
押
さ
え
ま
し
ょ

う
。イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
風
邪
と
は
違
い
、

症
状
や
感
染
力
も
強
く
、
と
き
に
重
症
化

し
て
命
に
関
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

突
然
の
高
熱（
３８
℃
以
上
）や
頭
痛
、
関

節
痛
、筋
肉
通
な
ど
全
身
の
症
状
が
強
く
、

風
邪
と
似
た
症
状
も
あ
わ
せ
て
現
れ
ま

す
。高

齢
者
・
乳
幼
児
・
妊
婦
・
慢
性
疾
患

を
持
っ
て
い
る
人
は
、
特
に
注
意
し
ま
し

可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
ア

ル
コ
ー
ル
消
毒
が
有
効
的
で
す
。
こ
ま
め

に
う
が
い
を
す
る
の
も
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。

や
む
を
得
ず
外
出
す
る
場
合
に
は
マ
ス

ク
を
着
用
し
、
な
る
べ
く
短
時
間
で
済
ま

せ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

①
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
で
、
体

力
を
つ
け
る
。

②
睡
眠
を
十
分
に
と
り
、
疲
れ
を
た
め
な

い
。

③

装
服
装
は
、
体
を
冷
や
さ
な
い
工
夫
と
体

温
調
節
し
や
す
い
も
の
を
。

④
適
度
な
運
動
で
血
行
を
よ
く
保
つ
。

⑤
室
温
は
２０
℃
前
後
、
湿
度
は
５０
〜
６０
㌫

に
保
ち
、
こ
ま
め
に
換
気
を
す
る
。

⑥
禁
煙
を
し
て
、
呼
吸
器
粘
膜
の
状
態
を

正
常
に
保
つ
。

朝
晩
の
冷
え
込
み
も
厳
し
く
な
り
、
本

格
的
な
冬
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
の
時
期
は
、
風
邪
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
大
流
行
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

寒
い
会
津
の
冬
を
元
気
い
っ
ぱ
い
に
乗

り
越
え
る
た
め
に
、
正
し
い
知
識
を
身
に

つ
け
ま
し
ょ
う
。
す
で
に
ご
存
じ
の
方
も

多
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
お

さ
ら
い
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

手
指
に
付
い
た
ウ
イ
ル
ス
を
除
去
す
る

た
め
に
、多
数
の
人
が
触
る
ド
ア
ノ
ブ
や
、

エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
の
手
す
り
、
ス
イ
ッ
チ

な
ど
に
触
れ
た
後
は
、
石
鹸
で
手
を
洗
う

習
慣
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
手
洗
い
場
か
ら
出
る
時
の
ド
ア

ノ
ブ
な
ど
が
病
原
体
に
汚
染
さ
れ
て
い
る

◆
石
鹸
を
使
っ
て
の
手
洗
い
と

丁
寧
な
う
が
い

◆
人
込
み
へ
の
外
出
を
避
け
る

◆
マ
ス
ク
の
着
用

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
法

◆
助
成
対
象
者

◆
押
さ
え
る
・
２
㍍
離
れ
る

◆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
症
状

◆
症
状
が
重
く
な
り
や
す
い
人

◆
抵
抗
力
を
高
め
て
お
く

 

風
邪
の
予
防
法

 

咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？

 

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

問問
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僕
は
今
、
嫌
い
な
食
べ
物
を
頑
張
っ
て

食
べ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
好
き
嫌
い

し
な
い
で
ご
飯
を
食
べ
て
、
寒
い
冬
も
元

気
い
っ
ぱ

い
過
ご
し

た
い
で
す
。

早
寝
・
早
起
き
を
心
掛
け
て
い
ま
す
。

ダ
ン
ス
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
し
て
、
病
気

に
負
け
な

い
よ
う
運

動
も
し
て

い
ま
す
。

栄養士の

知って役立つ  健康レシピ
《かぜ予防 レシピ》

 かぜ予防には免疫力アップがいちばん。それには

やはり、毎日の食事から良質な栄養をとることが

大切です。免疫機能をアップさせる食品は「たん

ぱく質」「ビタミン」「ミネラル」です。特に粘膜

強化の「ビタミンA」、代謝機能を高める「ビタミ

ンB」、 抗酸化作用のある「ビタミンC」は「食べる

かぜ薬」です。

【材料（４人分）】【材料（４人分）】

かぼちゃ1/4個、ねぎ10㌢、ブロッコリー1/4個かぼちゃ1/4個、ねぎ10㌢、ブロッコリー1/4個

［スープ：水2カップ、固形コンソメ １個［ススープ：水2カップ、固形コンソメ １個］個［スープ：水2カップ、固形コンソメ １個］

牛乳２カップ　塩、こしょう各適量牛乳２カップ　塩、こしょう各適量

【作り方】【作り方】

①かぼちゃは皮つきのまま5㍉幅の薄切りにす①かぼちゃは皮つきのまま5㍉幅の薄切りにす①かぼちゃは皮つきのまま5㍉幅の薄切りにす

る。ねぎはみじん切りにする。ブロッコリーる。ねぎはみじん切りにする。ブロッコリー

は子房に分けて茹でる。は子房に分けて茹でる。

②鍋にスープ、①のかぼちゃ、ねぎを入れて煮②鍋にスープ、①のかぼちゃ、ねぎを入れて煮

でで底ででる。かぼちゃに火が通ったら、おたまの底る。かぼちゃに火が通ったら、おたまの底底る かぼちゃに火が通ったら おたまの底でぼちゃに火が通る。かぼちゃに火が通ったら、おたまの底で

形が残る程度につぶす。形が残る程度につぶす。

③牛乳を加え温め、塩、こしょうで味を調え、③牛乳を加え温め、塩、こしょうで味を調え、

ブロッコリーを散らしてできあがり。ブロッコリーを散らしてできあがり。

＊＊ つぶつぶかぼちゃのスープ＊＊プ＊
今月の

メニュ
ー

【ポイント】
普段から野菜やフルーツをたっぷりとりましょう☆

僕
た
ち
は
、
毎
日
、
外
か
ら
帰
っ
た
ら

手
洗
い
、
う
が
い
を
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
、

風
邪
や
イ

ン
フ
ル
エ

ン
ザ
に
な

ら
な
い
よ

う
に
続
け

て
い
き
た

い
で
す
。 田

澤

健
太
く
ん（
10
歳
）

大
樹
く
ん（
９
歳
）

寛
夢
く
ん（
５
歳
）

川
上

莉
央
く
ん（
５
歳
）

宇
内

愛
結
ち
ゃ
ん（
９
歳
）

優
斗

く
ん（
７
歳
）
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喜
多
方
市
納
税
貯
蓄
組
合
連
合
会（
阿

部
裕
会
長
）は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
税
を

身
近
な
も
の
と
し
て
理
解
し
て
い
た
だ
く

と
共
に
、
自
主
納
税
の
輪
を
地
域
や
職
場

に
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
納
税
標
語
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
２
１
０
点
の
応
募
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
各
部
門
合
わ
せ
て
１７
点

の
作
品
が
選
ば
れ
、
１１
月
１２
日
、
ヨ
ー
ク

ベ
ニ
マ
ル
喜
多
方
店
２
階
特
設
会
場
で
表

彰
式
が
行
わ
れ
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に

賞
状
と
記
念
品
が
阿
部
会
長
よ
り
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称

略
）

２
１
０
点
の
中
か
ら
入
選
作
品
17
点
が
決
ま
り
ま
し
た

 
平
成
24
年
度

納
税
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

▲受賞者の皆さん

みんなのページ

小
中
学
生
の
部

【
最
優
秀
賞
】

・
納
税
で

強
い
絆
の

街
づ
く
り

佐
藤
裕
香

第
一
小
学
校
６
年

【
優
秀
賞
】

・
納
税
は

復
興
支
援
の

か
け
は
し
に

鶴
巻
政
紘

第
一
小
学
校
６
年

・
税
金
を

納
め
て
応
え
ん

ガ
ン
バ
レ
東
北

坂
内
和

第
三
小
学
校
６
年

・
納
税
は

明
る
い
未
来
を

開
く
鍵

眞
壁
日
向

第
三
中
学
校
１
年

【
優
良
賞
】

・
一
人
一
人
の
納
税
で

日
本
の
未
来
に

太
陽
を

武
藤
誠

第
一
小
学
校
６
年

・
税
金
で

み
ん
な
が
笑
顔
の

国
づ
く
り

佐
藤
靖
乃

上
三
宮
小
学
校
６
年

・
大
事
に
つ
か
っ
て
ほ
し
い
な

み
ん
な
の
税
金

遠
藤
千
尋

第
三
小
学
校
３
年

・
大
事
に
使
お
う

み
ん
な
の
血
税

天
野
世
那

塩
川
小
学
校
６
年

・
喜
多
方
の

絆
の
し
る
し

納
税
で

物
江
芽
留

駒
形
小
学
校
６
年

・
納
税
は

笑
顔
を
つ
な
ぐ

夢
の
橋

大
竹
有
哉

山
都
小
学
校
６
年

【
佳
作
】

・
だ
が
し
屋
で

私
も
税
金

は
ら
っ
て
る

長
谷
川
南
未

第
一
小
学
校
６
年

・
税
金
を

納
め
て
豊
か
な

喜
多
方
市

大
塚
千
晴

第
三
小
学
校
３
年

・
税
金
で

明
る
い
未
来
と

平
和
な
社
会

大
竹
純
佳

慶
徳
小
学
校
６
年

・
平
等
だ
ぜ
い（
税
）

み
ん
な
で
納
め
る

消
費
税

梅
木
望
羽

塩
川
小
学
校
５
年

・
そ
の
税
が

国
を
作
る

素
と
な
る

高
田
陽
弘

駒
形
小
学
校
６
年

・
納
め
よ
う

輝
く
未
来

築
き
ま
す

渡
部
志
乃

山
都
小
学
校
６
年

 
【
優
秀
賞
】

・
納
税
が

ふ
る
さ
と
の
未
来
を

助
け
ま
す

菊
地
英
晃

下
台

税
務
課
税
制
収
納
班

☎（
２４
）５
２
１
９

一
般
の
部

問問

喜多方市生涯学習推進計画（喜多方市スポーツ振興基本計画）［中間年次見直し］（案）への
パブリック・コメント（意見募集）

市では、生涯学習推進計画において中間年次に見直しを図ることとされており、計画の見直しの
案がまとまりましたので、これを公表し意見を募集します。
◆閲覧方法　市ホームページへの掲載、生涯学習課または各総合支所教育課での閲覧
◆公表・意見募集期間　12月3日（月）～平成25年1月7日（月）
◆意見の提出　任意の様式に住所、氏名、電話番号を明記のうえ、生涯学習課または、総合支所教
育課へ持参するか、郵便［平成25年1月7日（月）必着］またはFAX、Eメールにより提出してください。
※詳しくは、市ホームページをご覧いただくか直接お尋ねください。
問 申 生涯学習課 生涯学習係☎（23）2115　FAX（25）7075　〒966-0086　喜多方市字西四ツ谷31番地
Eメールlifelong@city.kitakata.fukushima.jp
問 問申 申
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第
４９
回
喜
多
方
市
発
明
展
に
は
、
一
般

の
部
に
１
点
、
児
童
生
徒
の
部
に
９
つ
の

小
学
校
か
ら
４８
点
の
合
計
４９
点
の
応
募
が

あ
り
、
９
月
２８
日（
金
）〜
３０
日（
日
）に
喜

多
方
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
一
般
公
開
を
行
い

ま
し
た

ま
た
、
入
賞
作
品
は
１０
月
の
第
５８
回
福

島
県
発
明
展
に
お
い
て
展
示
さ
れ
、
上
三

宮
小
学
校
６
年

渡
部
玲
さ
ん
の
作
品

「
お
で
か
け
安
心
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
」
が
一

般
社
団
法
人
福
島
県
発
明
協
会
長
賞
、
同

６
年
飯
野
咲
妃
さ
ん
の
作
品
「
ス
タ
ン
ド

バ
ス
マ
ッ
ト
」
が
社
団
法
人
発
明
協
会
会

長
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

喜
多
方
市
発
明
展
入
賞
作
品（
１６
作
品
・

学
校
賞
）は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
喜
多
方
市
長
賞

飯
野
咲
妃（
す
べ
ら
な
い
か
さ
・
上
三
宮

小
学
校
６
年
）

発
明
展
入
賞
者
紹
介

▲受賞者の皆さん

▼
福
島
県
発
明
協
会
長
賞

飯
野
咲
妃（
ス
タ
ン
ド
バ
ス
マ
ッ
ト
・
上

三
宮
小
学
校
６
年
）

▼
会
津
喜
多
方
商
工
会
議
所
会
頭
賞

落
合
勇
斗（
虫
取
り
あ
み

ゲ
ッ
虫
・
第

一
小
学
校
４
年
）

▼
き
た
か
た
商
工
会
長
賞

山
田
直
樹（
ペ
ー
ジ
お
さ
え
〜
る
・
関
柴

小
学
校
５
年
）

▼
喜
多
方
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

山
田
直
樹（
ひ
ん
や
り
汗
と
り
タ
オ
ル
・

関
柴
小
学
校
５
年
）

▼
奨
励
賞

穴
澤
正
隆（
す
べ
ら
ん
ぼ
ん
・

第
一
小
学
校
４
年
）、
遠
藤
陽
知（
ひ
じ
ガ

ー
ド
・
第
二
小
学
校
４
年
）、小
池
夏
生（
く

つ
下
は
き
機
・
第
二
小
学
校
４
年
）、
渋

谷
果
恋（
よ
ご
れ
な
い
じ
ょ
う
ぎ
・
第
二

小
学
校
５
年
）、
佐
藤
絹
子（
家
の
安
全
守

る
く
ん
・
第
二
小
学
校
６
年
）、
安
部
愛

菜（
電
動
粉
ふ
る
い
・
上
三
宮
小
学
校
６

年
）、
大
野
有
希（
太
陽
熱
く
つ
か
ん
そ
う

君
・
上
三
宮
小
学
校
６
年
）、
渡
部
玲（
お

で
か
け
安
心
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
・
上
三
宮
小

学
校
６
年
）、
佐
藤
快
莉（
エ
コ
ラ
イ
ト
・

関
柴
小
学
校
３
年
）、
今
野
一
伸（
最
後
ま

で
す
え
〜
る
・
関
柴
小
学
校
４
年
）

山
内
隆
永（
ダ
ブ
ル
ホ
ッ
チ
キ
ス
ア
ダ
プ

タ
・
一
般
）

▼
学
校
賞

上
三
宮
小
学
校

商
工
課
企
業
立
地
推
進
室

☎（
２４
）５
２
４
７

問問

《
齋
藤
昌
三
》
※
緑
町
出
身(

杏
林
大
学
名
誉
教
授

社
会
福
祉
法
人
浅
草
寺
病
院
元
院

首
都
圏
桜
壇
同
窓
会
前
会
長)

私
は
喜
多
方
に
生
ま
れ
育
ち
、
高
卒
後
は
東
京
で
暮

ら
し
て
い
ま
す
。大
学
医
学
部
で
研
究･

教
育
・
診
療
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
が
、

定
年
退
職
後
は
市
内
の
病
院
で
診
察
し
て
お
り
ま
す
。
美
し
い
、
会
津
の
四
季

の
移
ろ
い
を
見
る
の
も
楽
し
み
で
、
東
京
か
ら
毎
週
通
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
日
頃
憂
慮
し
て
い
る
こ
と
と
そ
の
対
策
に
つ
い
て
述
べ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
す
。

一
、
市
内
の
医
療
環
境
で
す
。
喜
多
方
も
全
国
的
な
医
師
の
不
足
と
遍
在
の
影

響
を
も
ろ
に
受
け
て
い
ま
す
。
ま
た
診
療
所
や
病
院
の
先
生
方
は
身
を
削
っ
て

努
力
し
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
と
く
に
夜
間
の
救
急
医
療
が
万
全
と
は
い
い
難
い

状
況
で
す
。
医
療
を
一
つ
の
医
療
機
関
で
完
結
す
る
こ
と
は
困
難
な
状
況
に
あ

り
ま
す
が
、
豊
か
な
知
識･

技
術
・
経
験
を
備
え
た
先
生
が
市
医
師
会
に
は
大

勢
お
ら
れ
ま
す
。
そ
こ
で
市
内
に
あ
る
医
療
機
関
が
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
一

つ
の
総
合
病
院
と
し
て
機
能
す
る
組
織
に
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
患
者

情
報
を
共
有
す
る
た
め
に
電
子
カ
ル
テ
を
採
用
し
て
各
医
療
機
関
を
ネ
ッ
ト

で
結
び
ま
す
。
ま
た
患
者
さ
ん
の
交
通
の
手
段
と
し
て
現
在
各
病
院
が
運
行
し

て
い
る
バ
ス
と
市
の
「
予
約
型
乗
合
交
通
」
を
統
合
し
て
利
用
し
ま
す
。
実
現

す
る
た
め
に
は
市
医
師
会
と
市
当
局
の
協
力
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

二
、
母
校
喜
多
方
高
校
の
将
来
に
つ
い
て
で
す
。
人
口
の
減
少
と
学
区
制
適

用
の
緩
和
に
よ
り
喜
高
の
入
学
者
は
す
で
に
定
員
が
削
減
さ
れ
た
に
も
拘
ら

ず
、
入
学
希
望
者
の
定
員
割
れ
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
か
ら
抜
け
出
す

た
め
に
は
他
の
高
校
に
は
な
い
独
自
性･

特
色
を
打
ち
出
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

例
え
ば
中
高
一
貫
教
育
校
と
し
て
す
で
に
県
立
会
津
学
鳳
高
校
が
開
設
さ
れ
、

人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。
喜
高
を
全
寮
制
高
校
と
す
る
こ
と
を
提
言
し
ま
す
。

旧
制
高
校
の
全
寮
制
は
人
格
形
成
に
多
大
の
貢
献
を
果
た
し
て
逸
材
を
輩
出

し
た
よ
う
に
、世
界
に
通
用
す
る
有
為
の
人
材
が
育
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

良
い
学
校
の
周
り
に
は
良
い
街
が
で
き
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
喜
多
方
の
発
展

も
つ
な
が
り
ま
す
。
さ
ら
に
全
寮
制
高
校
は
原
発
事
故
で
避
難
し
て
い

救
済
に
も
役
立
つ
と
思
わ
れ
ま
す
。

良
い

に
も

弟
の

の
発
展

い
る
子

・院
長
・

私がきたかた大使です

みんなのページ


